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アフリカで育ったアジアのわざ――マダガスカルの農業
2009 年 10 月 24 日

インド洋の西の端に位置するマダガスカルは、近年、キツネザルやバオバブといった動植物によって

日本でも知られるようになったが、そこに住む人びとのくらしについては、まだじゅうぶんに知られて

いない。この例会では、農業のいとなみをとおして、マダガスカルの暮らしの一端を報告した。

辻本泰弘氏（京都大学大学院農学研究科）は、「作物生産と森林保護の対立――タナラ族の焼畑・水田

複合営農の課題と方向性」と題し、島の東側傾斜地の森林地帯に住むタナラの人びとの農業を報告した。

人口増加と土地減少が進むなか、焼畑では休閑期間が短縮し、水田面積が拡大している。これらの問題

を解決する方法としては、土地集約的な稲作をおこなうことが望ましい。1980 年代にマダガスカルで

開発された SRI（System of Rice Intensification）は、多大な労働を必要とするため普及には限度があるが、

適切な栽培管理や水利条件の改善、土壌の改善などによって単位面積あたり収量はさらなる増加を見込

むことができる。

原野耕三氏（奄美文化財団／原野農芸博物館）は、博物館で所蔵している農具やビデオ映像などを用い、

東南アジアや南アジアの農耕技術の一部がマダガスカルにもみられることを報告した。とくに、ウシを

水田に導き入れて追いまわし、それによって本田耕起をおこなう踏耕（ふみこう）や、刈りとった稲穂

をウシに踏ませる牛蹄脱穀、櫂型鋤や穂積具などの農具、田舟などの運搬具などからは、マダガスカル

とアジアとのつながりが明確に読みとれる。また、近年の農法改善の過程では、田打車（除草機）や西

洋犂、脱穀機、縄を用いた条植えなど、あたらしい農具や技術もとり入れられている。

田中耕司氏（京都大学地域研究統合情報センター）は、原野氏の報告に関わって、マダガスカル農業の

アジア的要素をマレー型とインド型に分け、それぞれが別の時代に持ちこまれた可能性を指摘し、マダ

ガスカル農業が多層構造をもっていることを指摘した。また、20 世紀以降はさらに、中国型稲作を集

約化させる方向で発展した日本型稲作のアイデアもとり入れられようとしている。辻本氏が紹介した

SRI も、多肥多労という点において、日本型稲作に酷似する。しかし、地質が古く乾季の降雨が少ない

マダガスカルでは、日本型の稲作でなく南インドなどの農業発展（水田での食糧自給と輸出用作物栽培の

組み合わせ）がモデルとしてふさわしいという可能性も指摘された。

総合討論は、飯田の司会で進行した。まず、発表された内容をもとに、マダガスカル農業の将来と可
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能性が話し合われた。また、発表ではじゅうぶんにふれることのできなかった、マダガスカルの栽培植

物や調理法などについても、活発な質疑応答がなされた。

飯田　卓（国立民族学博物館）


